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調査区の各所から古代（奈良時代～平安時代）の土器が
出土しています。現在のところ、古墳時代前期の建物跡な
どは確認されていませんが、今後Ａ区を掘り下げた段階で
見つかるかもしれません。

Ｂ区
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今回の調査では、水路を挟んでＡ区とＢ区に分けて調査をしています。
Ｂ区では、３つの遺構面が検出されました。第１遺構面は主に江戸時代、
第２遺構面は奈良～平安時代、第３遺構面は古墳時代です。
説明会でみられるのは、Ｂ区は第３面目（江戸時代の井戸、奈良～平安
時代の竪穴建物もみられます）です。
Ａ区は第１面目です。調査区の東側は微高地でやや高いため、
Ａ区ではすでに古墳時代の遺構もでています。
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奈良時代末～平安時代初めの竪穴建物



右の写真は、Ｂ区第２遺構面を検出した

時、西側から撮影したものです。写真

を丸で囲んだ辺りが、少し白くなって

いるのがおわかりでしょうか？

これは、昔の川の跡です。

川の跡からは、古墳時代や奈良時代の

土器も出土しましたが、江戸時代のも

のも出土しているので、江戸時代まで

存在していたことがわかりました。

左の写真は、Ａ区を西側から撮影した

ものです。写真の中央から右側にかけ

て所々、白い砂が入っています。

この遺構面は、川が埋まった後の状況

を示しています。

●調査区

⇒黄金堤
この地域一帯は、岡山の北側を流れる須美川や南

北に流れる矢作古川などの河川が合流する地域で

度々、洪水に見舞われました。忠臣蔵で有名な吉

良上野介義央は、東の寄名山と背撫山に挟まれた

谷の北側に、洪水から吉良の地を守るため、「黄金

堤」を造りました。

今回の調査でみつかった川が埋まったのは、「黄金

堤」が造られた後であると考えられます。

　川が埋まったの後の遺構の数々は、上野介がお

こなった国経営の成果とも言えるでしょう。



カマドの跡奈良時代～平安時代の須恵器

カマド近くでみつかった須恵器

竪穴建物を掘っていくとたくさんの遺物が出土

しました。これらは、奈良時代の終わりころか

ら平安時代の初めにかけての土器で、この竪穴

建物の年代を示しています。

中央の写真左側に、もう一棟ありますが、中央

の建物に壊されています。

出土した土器の年代は、それほど差がないため

短期間に造り直したのでしょうか。

この建物は、調査区の北側に続きます。

奈良時代～平安時代の集落が、調査区の北側に

あったことを想像させてくれます。

最初の建物ライン

後の建物ライン






